
事業名 試験研究調査費 予算額 3，290 千円

2 事業細目 (試験研究調査項目) 予算額 2，265 千円

漁場保全研究調査費(濁水汚染調査研究)

3 期間 60年度-62年度 予算区分 県単

4 担当者 藤原

5 目的 琵琶湖産水産生物に影響をおよぼす水質汚濁物質の濃度を知ることを目的とする。

6 方法

(1) 急性影響試験;ニゴロブナ、ホンモロコ、アユ(ヒウオ、コアユ)に対する泥粒子のLCsoを調べた。

またニゴロプナ、ホンモロコに対する濁水の凝集沈殿剤EB-a 145とPACのLCsoを調べた。

(2) 亜急性影響試験;ニゴロブナ、ホンモロコ、アユ(ヒウオ)を、各種汚濁物質を含む試験水(常流)

で30日間飼育し、その生存、成長を調べた。

(3) 行動試験

遡上試験;琵琶湖への濁水流入河川をシミュレートし、アユの遡上試験を行った。なお、琵琶湖

モデルは 2x 5 xO.65m、河川モデルは0.04X0.4mであった。

産卵行動;濁水中での排卵雌アユと成熟雄アユによる産卵の有無を調べた。

摂餌行動;藻類を付着させた10X10c mタイルを濁水中におき、アユによる摂餌率を調べた。

7 結果の概要

(1) ニコロブナ、ホンモロコ、アユに対する泥粒子のLCs0は非常に高く(第 1表)、天然水域で見られ

る濁水の濃度レベルでは急性致死は起こらなと思われる。

(2) 濁水の凝集沈殿処理に用いられるEB-a145は毒性が非常に強く実用的ではない。 PACの毒性は弱い

が、 pHを低下させる作用があるため、使用には注意が必要である。

(3) 長期的にはアユ(ヒウオ)はSS10.2ppm以下で(第3表)、ニゴロブナはSS47ppm以下で成長阻

害がみられるが、ホンモロコはSS391ppmでも成長阻害はみられない(第 2表)。

(4) セメント廃液 (30ppm)、し尿 (200ppm)、肥料 (40ppm)、N03-N(lppm)、N02-N (0.3 

ppm)、NH，-N (0.3ppm)はニゴロプナ、ホンモロコに対して長期的影響を与えにくい(第 2表)。

(5) アユの遡河は河川中のSS24.2ppm以上で阻害される(第 1図)。これは二者択一水路を用いた既往

の試験結果(思避関値 22.8ppm)とほぼ一致する。

(6) アユの産卵阻害はSS46.5ppmではみられないが125ppmではみられる(第4表)。

(7) アユの摂餌阻害はSS24.6ppm以上でみられる(第5表)。

(8) 以上の結果および既往の試験結果からみて、アユ等が生息する水産上重要な水域ではSSを短期的に

は25ppm以下、長期的には10ppm以下におさえることがのぞましい。
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8 主要成果の具体的数値(図・表等)

表1.泥佐子および凝集iU!舟IのLC，.
1.豆u

魚種 目V VT 24h 48h 

c t: pp・ pp・
エゴロプナ 1.9 20 4∞00< 4∞00< 

毘住子ホンモロコ 1.6 20 40000< 40000< 

7ユ{ヒウオ) 0.2 20 1900< 1900< 

一一一一一乙ニE臼r三LM_担_4四_4~L
PAC エゴロプナ 2.2 20 678 647 

ホンモロコ 1.5 20 475 475 

回-.145 ニゴロプナ 2.0 20 2.82 2.07 

ホンモロコ 1.5 20 1.1_1 __Q.85 

表3.濁水中でのアユ・の30日間の飼育結果.

'血死率 漕軍事

" " 対照 10 232 

泥純子(l0.2pp.) 0 1 5 8 

泥純子(l5.7pp. 7 1 4 5 

泥純子(41.4pp.) 0 1 55 

樫純子(1I0.4pp・) 12 165 

・:ヒウ才 .BWO.42c.

表5. アユの渇水市での縄銀行動.

S S 1ft偲g

pp. 首

1. 2 100 

13.3 100 

24.6 98 

65.0 70 

95.3 40 

193.0 20 

347.4 0 

9 今後の問題点

表2.~帽揖掴輸省申で両個育館畢.

三豆旦"f-t" 主之主旦2

-盆量生虫~旦ー・._盟主主1主.!l..__ .......I!畳主主~旦一-・ー盟主卑1主JL_
薗更串漕量車 .JI!車漕量車 .JI!串崎重・ ・E寧噌電車

" ，‘'‘'‘ " " " " 鯖鳳 o 208 0 120 o 183 0 108 

梶種子(47陣・) 5 119 0 114 o 180 0 111 

梶佳子(391.，.) 1 0 1 6 8 0 1 1 4 o 203 0 113 

"'''νト騎歳。Opp...15 203 0 125 o 119 0 119 

L思【201lpp..卸) 0 225 0 111 o 114 0 111 

鹿嶋・ (4Opp・・鏑) 0 219 0 121 o 182 0 111 

N O. -N (1.Oppo.舗) 0 183 0 114 o 165 0 118 

N O. -N (O.3toPo語調) 0 224 0 111 o 188 0 120 

N H.-N!O.3陣..掴) 0 206 0 120 立一一ム主o 0 110 
・;<み畠い塩鏑鋪安1号.

表4.アユの濁水申での産卵符動.
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S S 査開の有(0)錘(X)

pp・
I.a. 0 

46.5 0 

125.3 x 

205.0 x 

271.0 x 

o ._.__ 
o 10 24.2 50 100 

モデル河川の SS.1I (ppm) 

図1.モデル何111の55と7ユの遡上事との関係・

イケチョウガイ等のプランクトンフィダーは餌料とss(泥粒子)との識別能を持たないため環境水

中のssの影響を受けやすい。イケチョウガイに対するssの影響を検討しなければならない。

10 次年度の具体的計画

イケチョウガイを用いたssのバイオアッセイを実施する。
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